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意　見　の　概　要
・大きな事故や事件なく１学期を終えようとしている。
・１学期を通じて「ともに伸びる」を子どもたちに伝えてい
る。
お話朝会では校歌に込められた願い、目標を持つこと、
夢は自分次第ということを児童に話し、少しずつ浸透し
てきている。

・高学年がリーダシップを発揮、また自主性を育てること
ができるように開校５０周年記念行事に向けて実行委員
を立ち上げ、子どもの思いを汲み上げながら進めている
ことは良い。
・あいさつについては大人からすること、いずれできるこ
ともあるので慌てず待つことも大切であるい。子どもの
心を開くような取り組みをしていくことが大切である。
・学校に足が向かない児童等に対して組織的に対応し、
改善が見られている。

・50周年の児童の取り組みや頑張りを保護者や地域とのつな
がりの架け橋のきっかけとすることもできると思う。
・保護者、地域を含めあいさつをすることが防犯にもつながる
ことを広めていきたい。
・PTAと学校応援団等の関りを強めていくことが学校の取り組
みの推進力となるので結びつきを強くする取り組みが必要で
ある。
・学校運営協議会を中学校区で一緒に取り組めるように更に
活性化させ、地域を巻き込んだ会にしていくことが必要であ
る。
・課題となっていることを具体的に取り組むことができるよう努
力をしていくことが重要だ。
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（１）教育活動の進行状況について
（２）児童の様子について
（３）学校と地域との連携について

〇学校と地域の連携について

〇教育活動の進行状況について


